
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 佐賀県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
継続

プロジェクトの
期間

平成１９年度～平成２１年度
政策分野の分類

（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

203,238

（６３，６８９）

87,602

（３１，３０８）

13,322

（４，７１５）

91,569

（３８，４６９）

395,731

（１３８，１８１）

　核家族化と女性の社会進出による留守家庭の児童の健全な育成を図る
とともに、地域住民との交流を通して安全安心な子どもたちの居場所づく
りを行う。

事業概要

　共働き家庭や核家族家庭の子育て支援、また近年の保護者の勤務形
態の多様化に伴う保育ニーズに対応し、健やかな子育てを支援する。

未来が輝く子育て支援プロジェクト

乳幼児・就学前
児童医療費助成
事業

地域子育て支援
センター事業

放課後児童クラ
ブ・子ども教室事
業

　乳幼児・就学前児童の医療に要する医療費を助成することにより、乳幼
児・就学前児童の保健の向上と福祉の増進を図る。

　子育て家庭に対する育児不安等についての相談指導を通して、子育て
家庭への幅広い支援を行う。

③少子化対策プロジェクト

特別保育事業

総　　　計

その他特記事項

神埼市

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
少子化社会の進展に伴い、子育てを行う親と子どもを地域全体で支えあい、子育てに関して

の不安や障壁をなくしていくことが大きな課題となっています。特に乳幼児期や就学前の医療
サポートや女性の社会進出などを背景とした保育サービスのニーズの多様化への対応、核家
族化に伴う留守家庭児童の健全育成などは子育て家庭にとって大きな支えとなります。行政の
各種施策と併せて地域全体で子育て家庭を支えあい、安全安心な子育て社会の構築を図りま
す。

（具体的な成果目標）
　医療補助、学童保育、特別保育事業等の支援を継続して実施していくとともに、育児不安の
大きな要因とされる「身近な地域に相談相手がいない」という弊害をなくすため「地域子育て支
援事業」の強化や、地域住民との交流を通した子どもの居場所作りを図ることにより子育て不安
の解消に努め、合計特殊出生率の上昇を目指し、ひいては神埼市全体の人口増を図る。
○合計特殊出生率　平成１７年度１．４７→平成２１年度１．５０

神埼市ＨＰ　　　　　http://www.city.kanzaki.saga.jp/atweb/evdata-87.html

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称



「未来が輝く子育て支援プロジェクト」 

 

プロジェクトの目的 

 少子化社会の進展に伴い、子育てを行う親と子どもを地域全体で支えあい、子育てに関しての

不安や障壁をなくしていくことが大きな課題となっています。特に乳幼児期や就学前の医療サポ

ートや、女性の社会進出などを背景とした、保育サービスのニーズの多様化への対応、核家族化

に伴う留守家庭の児童の健全育成などは、子育て家庭にとって大きな支えとなります。行政の各

種施策と併せて地域全体で子育て家庭を支えあい、安全安心な子育て社会の構築を図ります。 
 

プロジェクトの成果目標 

 平成２１年度の神埼市合計特殊出生率 １．５０ （平成１７年度 １．４７） 
 

プロジェクトの期間 

平成１９年度～平成２１年度（３ヶ年）           
 

プロジェクトを構成する事業 

名  称 事 業 概 要 事業費（Ｈ２１年度）

乳幼児・就学前児童

医療費助成事業 

乳幼児・就学前児童の医療に要する経費を

助成することにより、乳幼児・就学前児童の

保健の向上と福祉の増進を図ります。 
６３，６８９千円

特別保育事業 

共働き家庭や、核家族家庭の子育て支援、

また近年の保護者の勤務形態の多様化に伴

う保育ニーズに対し、健やかな子育てを支援

します。 

３１，３０８千円

地域子育て支援 
センター事業 

子育て家庭に対する育児不安等について

の、相談指導を通して子育て家庭への幅広い

支援を行います。 
 ４，７１５千円

放課後児童クラブ・

子ども教室事業 

核家族化と女性の社会進出による留守家

庭の児童の健全な育成を図ると供に、地域住

民との交流を通して安全安心な子供たちの

居場所づくりを行います。 

３８，４６９千円

 

                


	①プロジェクト様式１（子育て支援）.pdf
	②広報用原稿（子育て支援）.pdf

